
工事費等調査報告書

１．調査概要 依頼番号 富士-地対-05

２．調査結果

規　　格 単　位 数　量 備　考

10 削孔 軟岩 φ90-45° m 530 歩掛表-1

11 削孔 軟岩 φ90-60° m 730 歩掛表-2

12 保孔管挿入
ﾒｯｷ鋼管φ48.6 t=3.2 STK400SD
(接続手間含む)

m 1260 歩掛表-3

13 材料運搬 L=270m(往復分) 最大1t/回 回 4 歩掛表-4

14 ﾊﾟｯｶｰ製作 箇所 26 歩掛表-5

15 ｸﾞﾗｳﾄ注入 箇所 26 歩掛表-6

16 ｱﾝｶｰ設置 箇所 26 歩掛表-7

17 坑口処理 箇所 26 歩掛表-8

19 敷鉄板撤去
通路部610×914×4.5：N=672枚、集水室部610
×914×6：N=162枚　(坑内運搬含む、平均
L=380m)

m 765 歩掛表-9

業務名称 令和５年度　単価契約 静岡・長野県内建設資材価格等調査業務

事務所名 富士砂防事務所

工事件名 -

名　　称

(価格条件)

調査実施期間 別紙参照

調査対象業者 施工実績を有する業者

調査方法 書面調査及び電話による聞き取り調査



名称 規格 単位 数量 摘要

土木一般世話役 人 0.840 ●

特殊作業員 人 0.840 ●

普通作業員 人 1.680 ●

ボーリングマシン損料 ﾛｰﾀﾘﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ式･ｽｷｯﾄﾞ型 45kW+45kW級 日 0.840 (13)欄

グラウトポンプ損料 横型二連複動ﾋﾟｽﾄﾝ式 吐出量300L/min 日 0.840 (13)欄

削孔材料損耗費 m 10.000 単価表-1

諸雑費1 ％ 30.000

日当り施工量 m 11.900

名称 規格 単位 数量 摘要

土木一般世話役 人 0.900 ●

特殊作業員 人 0.900 ●

普通作業員 人 1.800 ●

ボーリングマシン損料 ﾛｰﾀﾘﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ式･ｽｷｯﾄﾞ型 45kW+45kW級 日 0.900 (13)欄

グラウトポンプ損料 横型二連複動ﾋﾟｽﾄﾝ式 吐出量300L/min 日 0.900 (13)欄

削孔材料損耗費 m 10.000 単価表-1

諸雑費1 ％ 30.000

日当り施工量 m 11.100

軟岩 φ90-60°
10m当り

諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、水中ポンプ、水槽、消耗品、工具、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限
　として計上する。

歩掛表－1　削孔
軟岩 φ90-45°

10m当り
諸　雑　費
1　　2　　3

歩掛表－2　削孔

［条件］
1.諸雑費1は、水中ポンプ、水槽、消耗品、工具、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限
　として計上する。



名称 規格 単位 数量 摘要

土木一般世話役 人 0.120 ●

特殊作業員 人 0.270 ●

普通作業員 人 0.240 ●

配管工 人 1.500 ●

ボーリングマシン損料 ﾛｰﾀﾘﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ式･ｽｷｯﾄﾞ型 45kW+45kW級 日 0.300 (13)欄

諸雑費1 ％ 24.000

日当り施工量 m 83.300

名称 規格 単位 数量 摘要

土木一般世話役 人 2.200 ●

特殊作業員 人 2.200 ●

普通作業員 人 4.400 ●

諸雑費1 ％ 31.000

日当り施工量 回 4.500

L=270m(往復分) 最大1t/回
10回当り
諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、運搬用機械、運搬用器具等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

歩掛表－4　材料運搬

ﾒｯｷ鋼管φ48.6 t=3.2 STK400SD
(接続手間含む)

10m当り
諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、水中ポンプ、水槽、消耗品、工具、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限
　として計上する。

歩掛表－3　保孔管挿入



名称 規格 単位 数量 摘要

特殊作業員 人 2.500 ●

普通作業員 人 2.500 ●

諸雑費1 ％ 15.000

日当り施工量 箇所 4.000

名称 規格 単位 数量 摘要

土木一般世話役 人 2.500 ●

特殊作業員 人 2.500 ●

普通作業員 人 7.500 ●

諸雑費1 ％ 12.000

日当り施工量 箇所 4.000

10箇所当り
諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、小型グラウトポンプ、撹拌機、足場、消耗品、工具、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を
　乗じた金額を上限として計上する。

歩掛表－6　ｸﾞﾗｳﾄ注入

10箇所当り
諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、工具、補助材料等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

歩掛表－5　ﾊﾟｯｶｰ製作



名称 規格 単位 数量 摘要

特殊作業員 人 1.250 ●

諸雑費1 ％ 20.000

日当り施工量 箇所 8.000

名称 規格 単位 数量 摘要

特殊作業員 人 2.000 ●

普通作業員 人 2.000 ●

諸雑費1 ％ 2.000

日当り施工量 箇所 5.000

10箇所当り
諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、消耗品、工具等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

歩掛表－8　坑口処理

10箇所当り
諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、ハンマドリル、足場、消耗品、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし
　て計上する。

歩掛表－7　ｱﾝｶｰ設置



名称 規格 単位 数量 摘要

土木一般世話役 人 0.400 ●

特殊作業員 人 0.400 ●

普通作業員 人 0.800 ●

バックホウ（クローラ型クレーン機能
付）運転

山積0.8m3吊2.9t(~排2014･超低含) 日 0.400 単価表-2 ●

諸雑費1 ％ 21.000

日当り施工量 m 250.000

通路部610×914×4.5：N=672枚、集水室部610×914×6：N=162枚　(坑内運搬含む、平均L=380m)
100m当り
諸　雑　費
1　　2　　3

［条件］
1.諸雑費1は、運搬用機械、吊具等の費用であり、労務費、賃料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

歩掛表－9　敷鉄板撤去



名称 規格 単位 数量 摘要

ボーリング機材　アンカー用　シャンク
ロッド

径９５ｍｍ 本 0.050

ボーリング機材　アンカー用クリーニング
アダプター

径９５ｍｍ 個 0.040

ボーリング機材　アンカー用エキステン
ションロッド

径９５ｍｍ 本 0.050

ボーリング機材　アンカー用　ドリルパイ
プ

径９５ｍｍ　長１．０ｍ 本 0.300

ボーリング機材　アンカー用　インナー
ロッド

径９５ｍｍ　長１．０ｍ 本 0.510

ボーリング機材　アンカー用　リングビッ
ト

径９５ｍｍ 個 0.240

ボーリング機材　アンカー用　インナー
ビット

径９５ｍｍ 個 0.160

ボーリング機材　アンカー用　ウォーター
スイベル

径９５ｍｍ 個 0.020

諸雑費 式 1.000 端数処理

名称 規格 単位 数量 摘要

運転手（特殊） 人 1.000

軽油 Ｌ 119.000

バックホウ（クローラ型クレーン機能付）
賃料

山積０．８ｍ３吊２．９ｔ（～排２０１
４・超低含）

供用日 1.060

諸雑費 式 1.000 端数処理

［条件］

単価表－2　バックホウ（クローラ型クレーン機能付）運転(機-28)
山積０．８ｍ３吊２．９ｔ（～排２０１４・超低含）

1日当り
諸雑費
1  2  3

単価表－1　削孔材料損耗費

10m当り
諸雑費
1  2  3
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